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1.背景と目的 

わが国では社会問題の解決の場面において行政

に依存するだけではなく，NPO やボランティア活動

などといった，市民の社会活動への参加が期待され

ている．そのため人々が公共性に対する意識を持つ

ことが重要であることが言える． 

一方で，わが国ではワークライフバランス（以下

WLB）の重要性が強く認識されてきており，そのた

め余暇時間を大切にしたいと考える人が増えるの

ではないかと考えられる．しかし，余暇の過ごし方

に対する意識は人それぞれであり，社会のために活

動をすることを大切にしている人もいれば，自分の

趣味に没頭することを大切にしている人もいるで

あろう．そして後者のような意識が公共性に対する

意識の希薄化に寄与する可能性はないだろうか．仕

事と余暇に対する意識の関係を公共性の観点から

分析した研究は見受けられないことから，本研究で

は，以上の問題意識に基づいて，仕事と余暇に対す

る意識と公共性に対する意識の関係について分析

をする． 

2.既往研究の整理と仮説 

 職場ストレスの心理的要因として仕事の要求度

とコ ン トロ ール （ 裁量 度 ）を 尺度 と した

Karasek&Theorell の研究では，仕事の要求度とコン

トロールがともに高い人は，余暇時間においても積

極的であるとされている．また，Work Engagement（仕

事に対するポジティブな意識）が高い人は，休日に

おいても学習意欲が高いこと，休日の過ごし方にお

いて地域活動が正の相関を示していることが明ら

かにされている 1）．また，高い自己効力感を自覚し

ていることなども指摘されている（Demerouti）． 

 余暇に関する知見として，周囲とのコミュニケー

ションを求め，物事に対してより興味関心を示し，

活動的な生活を志向している人ほど，自然環境を大

切にする，社会の役に立ちたい，周囲との調和を大

切にする．といった調和的思考との関連性があると

確認されている 2）．また，パットナム（Putnam）は

余暇時間の私事化がソーシャルキャピタルの低下

の一要因であるとしている．また，テレビに代表さ

れる屋内娯楽が余暇時間の私事化の要因 3）とされ，

現在ではスマートフォンの普及により更なる余暇

時間の私事化が想定される． 

 社会活動への参加に起因する要因として政治的

有効性感覚が正の影響を与えること 4），ソーシャル

キャピタルとまちづくり意識の間には強い関係が

あることが明らかにされている 5）．また，地域活動

に対する興味関心が参加への要因となっている 6）． 

仕事に対してポジティブな意識を持っている人

ほど，それ以外の時間でもより積極的，活動的であ

ることから，社会活動にも積極的であり，また，仕

事における自己効力感が政治的自己効力感の助長

に繋がらないかと考え，仮説 1 を立てた． 

余暇に対して他者とのコミュニケーションや積

極的な活動を志向している人ほど社会貢献や周囲

との調和を大切にすること，また，余暇に対してポ

ジティブな意識を持っている人ほど余暇時間の私

事化が低いと考え，仮説 2 を立てた． 

仮説 1： 仕事に対するポジティブな意識は公共

性に対する意識に正の影響を与える． 

仮説 2： 余暇に対するポジティブな意識は公共

性に対する意識に正の影響を与える． 

 また，WLB に満足している人は今のライフスタイ

ルを変えたくないという意識が働くと想定し，社会

参加に対する意識が希薄化する可能性はないか，結

果，公共性に対する意識が希薄化する可能性がない

かと考え仮説 3 を立てた． 

仮説 3： ＷＬＢ満足は公共性に対する意識に負

の影響を与える． 

 以下では，以上 3 つの仮説を検証する 

3.調査概要 

 2.の 3 つの仮説を検証するため，本研究では 20 歳

～65 歳の労働者を対象に意識調査を実施した．有効

回答数は 673 件（人）であった． 

4.調査結果と考察 
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 勤務形態（WLB 制度）の違いによる，公共性に対

する意識の差を見るためにクロス集計を行った（図

-1）． 

 

図-1「勤務形態」と「公共性に対する意識」の関係 

 分析結果から，WLB 制度の違いによる公共性に対

する意識に有意な差は見られなかった． 

 これは，WLB 制度は仕事や WLB に対する制度で

あるため，直接関係する仕事に対するポジティブな

意識と，WLB 満足に対しての影響は考えられるが，

公共性に対する意識に対しては直接な関係はない

ためであると考えられる． 

 次に 3 つの仮説の検証をするために共分散構造分

析を行った（図-2）． 

 
図-2 共分散構造分析・結果 

分析の結果，仕事に対するポジティブな意識と余

暇に対するポジティブな意識が公共性に対する意

識に正の影響を与えていることが確認され，仮説 1

と仮説 2 は支持された．これらは，仕事に対しての

やりがい・誇りが周りの役に立ちたい，仕事を通し

て社会貢献をしたいという意識を高め，また仕事に

対する効力感が政治的効力感を助長させ，結果，公

共性に対する意識が高まったのではないかと考え

られる．また余暇に対するポジティブな意識が高い

人ほど，余暇時間の使い方においても個人の時間に

あてる意識が低いと考えられ，また，物事の興味関

心が高いことから，地域の活動などにも興味関心が

向けられることにより，公共性に対する意識も高ま

ったのではないかと考えられる．  

 WLB 満足と公共性に対する意識の関係を見る

と，正の影響を与えていることが確認された．その

ため仮説 3は支持されず，反対の結果となった．WLB

に満足している人は，仕事と余暇が充実している状

態であると言える．そのため，仕事と余暇に対する

ポジティブな意識が高いと考えられるため，結果，

仮説 1，2 と同様に公共性に対する意識が高まるの

ではないかと考えられる． 

5.まとめと今後の課題 

 本研究では，仕事と余暇に対する意識の関係を公

共性の観点から分析を行い，以下のことが明らかに

なった． 

1. 仕事に対するポジティブな意識は公共性に対

する意識に正の影響を与える． 

2. 余暇に対するポジティブな意識は公共性に対

する意識に正の影響を与える． 

3. WLB 満足は公共性に対する意識に正の影響を

与える． 

 今後の課題として，調査項目を再度検討すること，

仮説に対して逆の因果関係の検討をすることがあ

げられる． 
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